
7．本時のねらい　　

8．本時の展開

主な学習活動 指導・援助 留意点

つ
か
む

①これまで学習した、観察するポイント
について確認する。
「観察名人になるには、どんなわざが大
事でしたか。」
・目や鼻や手を使ってくわしくすること。

②本時の課題を確認する。

「今日は、前の時間に勉強した観察名
人のわざに、さらにみがきをかけていく
よ。」

○学習を振り返りやすくするた
め、二つのわざについて掲示し
ておく。

③例を見ながら、視点がさらに詳しく書
けることを理解する。
「前の時間に、わざを使って観察メモを
分けましたが、こんなふうに分けた人が
いたよ。」
「前の時間に学習したわざが使ってある
ね。でも、まだ詳しくできるところがあると
思います。」

○前時の観察メモを取り上げて、
視点ごとに分類してあることを確
認する。
○分類してあるメモについて、表
現を工夫することでさらに詳しく
できるよう具体的な例を挙げ、い
くつか直してみる。
　　みどり・・・どんなみどりか
　　大きさ・・・どんな大きさかなど

○実際に例をつかってみんな
で一緒に考える。

○詳しくできそうなメモの番号
の上に印をつける。

④表現を工夫して書くということを意識し
て、もう一度観察し、さらにメモを詳しく
する。
「もう一度観察して、前よりもっと詳しくな
るようにメモを書いてみよう。」

○付け加えたメモをノートに書き
込ませる。
○メモが進まない児童には、声を
かけ、どのようなことに目を向け、
書けばよいのかアドバイスをす
る。

○ノートへの書き込み方につ
いて確認しておく。
○それぞれ、実際に観察を行
う。（グループに一つミニトマト
を準備しておく。）

ま
と
め
る

⑤詳しくなった観察メモについて発表す
る。
「前のメモよりどんなふうに詳しくなった
か教えてください。」

⑥表現を詳しくすると、よく伝わることを
理解する。
「こんなふうに詳しくしていくと、もっとミニ
トマトのことがよく分かるね。ますます観
察名人に近づいたね。」

○前のメモと比べながら板書す
る。

○観察メモが変化したことを確か
めながら、学習したことを押さえ
る。

○発表できた児童について認
め、価値付ける。

ふ
か
め
る

観察メモの例から、さらに詳しく表現できることを知り、自分の観察メモをより詳しくすることができる。

わざに、さらにみがきをかけよう！

評価規準
　自分の観察メモをさらに
詳しい表現で書くことができ
る。


